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※本資料は 2月 29 日にスイスで発表されたプレスリリースの日本語抄訳版です 
詳細な情報は下記より英語原文をご覧ください https://goo.gl/GZBAoz 
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2023年度第 4四半期、2023年度通期 
厳しい市場環境のなかで成長と市場シェア拡大を継続、粗利率が力強く向上 

 
[2024年 2月 29日 スイス・チューリッヒ] 
2023 年度第 4 四半期ハイライト 
· 売上高は前年同期比 1%増；Adecco の売上高は、ドイツ、イタリア、イベリア、ラテンアメリカ、APAC での二桁成長によ
り、前年同期比 3%増、 

· 市場シェアの力強い拡大を継続；Adecco の相対収益は 830bps 増 
· 粗利率は前年同期比 80bps 減となったが、現在のビジネスミックスと堅調な価格設定を反映し 20.2%の健全な水準に
ある 

· 一時的要因を除く EBITA 利益率は、生産性の向上と 2300 万ユーロの G&A コストの削減により、前年同期比 60bps
増の 4.3% 

· 為替変動の影響を除く営業利益は、前年同期比 74%増の 1億 8700 万ユーロ 
· 純利益は、現在の地域ミックスを反映した高い実効税率の影響を受け、前年同期比 6%増の 6800 万ユーロ 
· 基本 EPS は、0.41 ユーロ；調整後 EPS は、前年同期比 1%減の 0.75 ユーロ 
 
2023 年度通期ハイライト 
· 売上高は、前年同期比 3%増の 239 億 5700 万ユーロと、記録的な水準に達する 
· 粗利率は前年同期比 30bps 減となったが、現在のビジネスミックスと堅調な価格設定を反映し 20.7%の健全な水準に
ある 

· 既存事業の一時的要因を除く EBITA は、前年同期比 8%増；生産性向上と G&A コスト削減により、EBITA 利益率
は前年同期比 10bps 増の 3.6% 

· 1 億 5000 万ユーロの G&A コスト削減計画が進行中；2023 年末時点の削減額は 9200 万ユーロで、約 9000 万ユ
ーロという目標と一致 

· AKKA の統合によるシナジー効果は、6000 万ユーロ以上と目標を上回る；統合 2年目において取引が二桁の EPS 増
をもたらす 

· 為替変動の影響を除く営業利益は、前年同期比 21%増の 6億 3200 万ユーロ 
· 純利益は、主に現在の地域ミックスを反映して実効税率が上昇したことにより、前年同期比 5%減の 3億 2500 万ユーロ 
· 基本 EPS は、前年同期比 5%減の 1.94 ユーロ；調整後 EPS は、前年同期比 9%減の 2.99 ユーロ 
· 営業活動によるキャッシュフローは、前年同期比 2000 万ユーロ増の 5億 6300 万ユーロ 
· 2023 年末の純負債/EBITDA比率は、予測通りとなる 2.5 倍 
· 1 株当たり配当案は 2.50 スイスフラン 
 
特に断りのない限り、本リリースに記載されている成長率はすべて前年同期比です。 
*1：営業日数調整後の既存事業売上高ベース 
*2：Adecco Group の株主に帰属する 
*3：2023 年度第 4四半期の個別事象を含む実効税率は、前年同期の 16％に対し 48％、2023 年度の個別事象を含む実効税率は、前年度の 24%
に対し 36％であった。個別事象を除くと、2023 年度第 4四半期の実効税率は 50％、2023 年度通期では 33％であった。 
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Adecco Group CEO のデニ・マシュエルは次のようにコメントしています。 
「当グループは、厳しい市場環境のなかで 2023 年度を力強く締めくくり、生産性の向上と厳格なコスト削減を通じて収益性をさ
らに向上させながら、市場シェアを拡大し続けました。Adecco は 6 四半期連続で市場シェアを拡大し、同時に粗利率を向上さ
せました。AKKODiS は市場の逆風に直面しましたが、コンサルティング事業の成長と優れたシナジー効果による強力な EBITA
利益率を達成しました。LHH では、Career Transition 事業と EZRA事業の両方が、さらなる優れた成長を達成しました。 
 
2023年度全体を通じて、「Future@Work Reloaded」計画における前向きな進展を遂げ、Group の全体的なポテンシャル
を引き出しています。組織を簡素化し、2024 年半ばまでに 1 億 5000 万ユーロの G&A コスト削減を達成するという計画が順
調に進んでいます。地域の権限委譲とパフォーマンス管理の厳格化を通じて、実行力が向上し、トップラインとボトムラインの適切
なバランスを保ちながら、市場シェアを拡大し続けることができています。2023 年度に力強い業績を上げることができたことに関し
て、世界中の素晴らしい同僚、関連会社、コンサルタントに心から感謝します。 
 
2023 年 11 月の『Capital Markets Day』でお話したように、2024 年度も計画的に『Simplify-Execute-Grow』計画を
実行していきます。テクノロジーを活用して効率を向上させ、競争力を高め、勝者の文化を活性化しながら、ステークホルダーにさ
らなる価値を提供することにフォーカスしてまいります」 
 
＜主な数値＞ 
2023 年度第 4四半期 

単位：100万ユーロ 2023 年度 
第 4四半期 

2022 年度 
第 4四半期 

変化率(%)： 
報告数値 

変化率(%)： 
既存事業 
成長率 

売上高 6,109 6,212 -2% +1%※1 
売上総利益 1,233 1,302 -5% -2% 
EBITA 利益※2 
（一時的要因を除く） 264 228 +16% +20% 

営業利益 187 113 +65% +74%※3 
当期純利益※4 68 65 +6%  
Basic EPS 0.41 0.39 +5%  
Adjusted EPS※5 0.75 0.76 -1%  
粗利率 20.2% 21.0% (80) bps (70) bps 
EBITA 利益率 
（一時的要因を除く） 4.3% 3.7% +60bps  

営業活動によるキャッシュフロー 317 459 -142  
キャッシュコンバージョン比率※2     
EBITDA への純有利子負債※2     
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＜主な数値＞ 
2023 年度通期 

単位：100万ユーロ 2023 年度 2022 年度 変化率(%)： 
報告数値 

変化率(%)： 
既存事業 
成長率 

売上高 23,957 23,640 +1% +3%※1 
売上総利益 4,969 4,974 0% +1% 
EBITA 利益※2 
（一時的要因を除く） 867 833 +4% +8% 

営業利益 632 547 +16% +21%※3 
当期純利益※4 325 342 -5%  
Basic EPS 1.94 2.05 -5%  
Adjusted EPS※5 2.99 3.28 -9%  
粗利率 20.7% 21.0% (30) bps (30) bps 
EBITA 利益率 
（一時的要因を除く） 3.6% 3.5% +10bps  

営業活動によるキャッシュフロー 563 543 +20  
キャッシュコンバージョン比率※2 63% 70%   
EBITDA への純有利子負債※2 2.5x 2.5x   
 
特に断りのない限り、本リリースに記載されている成長率はすべて前年同期比です 
*1：営業日数調整後の既存事業売上高ベース 
*2：本リリースにおける Non-GAAP指標の使用に関する詳細は、2021 年版年次報告書の「財務情報」および「追加情報」をご参照ください 
*3：恒常通貨ベース 
*4：Adecco Group の株主に帰属する 
*5：この Non-GAAP指標の説明については、英語原文の 12 ページをご参照ください 
*6：AKKA の株式取得にともなう調整後（プロフォーマ） 
 
【本件に関するお問い合わせ】 
アデコ株式会社 Communications 部 
Tel. 050-2000-7024 


